
 

 
 

 
 
 

 
 
 

  
 

みなさま方からの日頃のご支援、ご協力に心より感謝申し上げます。

新型コロナウイルス感染症対策の各種給付・貸付制度などが設けられ

ましたが「何度も書類不備になる」「パソコンもスマホもなくて申請できな

い」などの声を多数お寄せいただいたことから、申請のお手伝いをさせ

ていただいています。『経営持続化臨時特別支援金 B』や『新型コロナ

ウイルス感染症対応休業支援金・給付金』など「まだ申請が済んでいな

い」「そんな制度知らなかった」という方も多いかと思いますので引き続

きお手伝いしていきたいと思います。 

今のところ新型コロナウイルスの新規感染者数は一定程度に抑え

られていますが、これまでの感染症対策の中間検証をとりまとめ、冬に

かけて再び増加したときに先手を打って対応できるような体制を整えて

おく必要があります。十分な検証と改善すべき課題の整理、今後の対

策への反映を求めるとともに、医療・検査体制の整備拡充、インフルエ

ンザと並行して感染が拡大した場合への対応、コロナウイルスに関する

誹謗中傷・差別などの人権侵害を防止する条例の制定、学びの保障な

ど学校教育活動の支援、介護・福祉施設の感染防止対策・感染発生時

の応援体制、幼稚園・保育園・学童保育への支援、打撃を受けている

農林水産業や観光業、中小・小規模事業者への支援、雇用対策などに

ついて引き続き議会で取り組んでまいります。 

 
  

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に

関する情報 （北海道ホームページ） 
           

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/ssa/singatakoronahaien.htm 
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高レベル放射性廃棄物最終処分場選定をめぐる問題について、会派代表質問で取り上げました。 

 

質問 北海道のトップとして、決して特定放射性廃棄物最終処分場の設置をさせない、とするなら文献調査に

進ませてはいけないことを含め、今後どのような対応をされるのか所見を伺います。 

答弁 町に対し、引き続き、条例の遵守と慎重な対応についてご理解いただけるよう、今後とも、様々なレベル

で対話を重ねてまいります。 
 

文献調査に対する明確な答弁はありませんでした。私たちとしては今後も文献調査への応募の検討に反対

の立場から議論してまいります。 
                             

 

9月 14日に山本行雄弁護士を講師に招き、会派で学習会

が開かれました。精密調査・建設地選定は知事が反対すれ

ば一時停止するが、停止するだけで撤回されるわけでなく、

推進する考えの知事が就任すれば次の段階に進むことなど

について法的な視点から説明を受けました。 
          

 

 
     

 

 

 

 

2000 年に制定された『北海道における特定放射性廃棄物に関する条例』のこと。条例の中で『特定放

射性廃棄物の持込みは慎重に対処すべきであり、受け入れ難いことを宣言する。』とありますが、宣言条

例であり、道は具体的な義務付けを行うものではないとしています。 



 

 
北海道議会第 3回定例会で一般質問を行いました。主なものを紹介します。 

 

性的マイノリティが必ず一定数いるという前提に

立ち、教育大綱をはじめあらゆる計画や方針、校則

（制服を含めて）などを点検することを求めました。そ

の結果、教育推進計画等の点検評価を行い、市町村

教委にも周知して校則の見直しに反映を促す、文科

省が定める学習指導要領については国に要望すると

の答弁を得ることができました。 
       

 

道路工事は冬期間にかかるとコスト増や施工にかかる手間が増えま

す。しかし、工事の最終工程を行う中小の下請け業者が受注するまでに

は時間がかかり、施工が冬季にかかってしまうことがあります。中小建設

業者が直接受注する機会を増やすことで適期に施工するという観点か

ら、中小建設業者の受注機会確保について質問しました。これについて

は 9月 18日の北海道通信に掲載されました。 
    

 

東雁来では今年に入って 27 件（2020 年 7 月 5 日現在）もの人身事故

が発生しています。7 月 5 日には車と車が衝突し 3 名もの尊い命が失わ

れる事故が発生しました。このことについて東警察署と意見交換をしまし

た。事故現場の交差点の一時停止の標識を見やすくする、速度規制を設

けるなどの対策が取られることとなりましたが、「規制を守るかはドライバ

ーにかかっている。大事

なのはやはり啓発活

動。」とのことでした。一

般質問では道に啓発活

動の強化を求めるととも

に私自身も活動に協力さ

せていただきたいと述べ

ました。 



 

 
 9 月 12 日にさっぽろレインボ

ープライドが開催されました。こ

のイベントは性的マイノリティが

身近に居ることを幅広く周知す

るもので、札幌でのパレードは

通算 20 回目となります。トーク

イベントではパートナーシップ制

度の全道での導入の効果と必

要性についてお伝えしました。 

 

 

 

 

 
これまで食と観光対策特別委員会の中で取り組んできたどうみん割につ

いて、1 泊 6,000 円未満とする小規模事業者が対象とならないという問題の

改善を求めてきました。6,000 円未満の商品も対象とするどうみん割の第 2

弾『どうみん割＋』の実現に至りました。ご意見、ご協力いただきましたみなさ

まに感謝申し上げます。 

※ 第 1弾のロゴです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〒065-0011 

札幌市東区北 11条東８丁目１-３ 高岡ビル 1階 

TEL: 011-733-6007 FAX: 011-733-6008 

ふちがみ綾子公式ウェブサイト 

http://fuchigamiayako.jp/ 

 

1975年佐賀県生まれ。1997年富山大学卒業。1999年北海道大学大学院修了。北海道大学低温科学研究所勤務。2000

年農林水産省北海道農業試験場勤務。2001年「ららつー」に入社。2019年北海道議会議員に初当選。 

所属委員会： 環境生活委員会・食と観光対策特別委員会 

 
2 階から 1 階に移転しました 

http://fuchigamiayako.jp/

